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授業科目名 波動と光

英文授業科目名 Ｗａｖｅｓ　ａｎｄ　Ｏｐｔｉｃｓ

開講年度 2004年度 開講年次 １年次

開講学期 ２学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 総合文化科目-国際科目-専門基礎科目

開講学科・専攻 知能機械工学科

担当教官名 森下　忠隆（学内連絡教官　伊東　敏雄）

居室

公開E-Mail 授業関連Webページ

mrst2@istec.or.jp 　

【主題および達成目標】

水面に立つさざ波、音、光、金属中の電子、これらはすべて波動とよばれる物理現象の違った姿です、と

言われて、あなたはどの現象なら納得できますか。感覚的にはまったく別の事象でも、その本質を抽出し

て数学の手段で表すと、そこには美しい類似性が現れてきます。

身近に体験する現象を、本質を失わない範囲で単純なモデルに置き換えて、定式化する過程を習得してほ

しい。

具体的には、波動方程式の導き、解き、その結果の物理的な意味が理解できること。また、光に関して

は、回折、干渉現象の記述が理解できること。

【前もって履修しておくべき科目】

「微分積分学第一」

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

なし

【教科書等】

教科書：伊東敏雄著「な?るほど！の波と光」
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【授業内容とその進め方】

(a) 授業内容

第１ー３回：三角関数で出会った「位相」の概念が、振動や円運動さらに波動を記述する上で重要である

ことを理解する。「平面波」に慣れる。

 

第４ー８回：空中を伝わる音、紐に沿って走る波、固体中の原子の振動などをモデルにして波動方程式を

つくる。さらに、その解をもとめ、物理的な解釈を考える。

 

第９ー：光の干渉、回折現象を理解して、ミクロの世界では電子も波動のように振舞う事実を知る。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

(a) 評価方法：

　中間試験・期末試験の結果を、次のように総合評価する。

　成績評価　中間試験　　４０％

　　　　　　期末試験　　６０％

　原則として上記の配分とするが、期末試験を重視する。

 

(b) 評価基準：

以下の到達レベルをもって最低達成基準とする。

１・波動の数式を理解している。

２・運動方程式から波動方程式を導出できる。

３・回折強度の数式を導き、物理的な意味を理解している。

【オフィスアワー：授業相談】

授業終了後。質問などは電子メ-ルでも受け付ける。

【学生へのメッセージ】

波動方程式は偏微分方程式の一種であることからも分かるように、１年次に修得する数学の範囲を超えた

数式の展開が必須となる。適宜、補足しながら講義を進めるが、ノートは必ずとり、理解できなかった所

は教科書で復習すること。一歩ずつしっかり理解していけば、決して難しい内容ではない。

試験は、ノート（自筆のもの、コピーは不可）、電卓の持込を許す。

【その他】

　


